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採集；2exs.（CKW）, 大杉町 大杉谷川 alt. 270m, 14. 
XI. 2016, 筆者採集；1ex.（CKW）, 大杉町 大杉谷川 
alt. 545 m, 14. XI. 2016, 筆者採集；2exs.（CKW）, 大
杉町 大杉谷川支流 alt. 170 m, 14. XI. 2016, 筆者採集；
5exs.（CKW）, 新保町 大日川支流 alt. 619m, 13. XI. 
2016, 筆者採集；1ex.（CNI）, 同所 , 13. XI. 2016, 稲
畑憲昭採集；3exs.（CKW）, 岩上町 西俣川 , 16. VII. 
2018, 筆者採集；2exs.（CNI）, 新保町 大日川支流 alt. 
660 m, 13. XI. 2016, 稲畑憲昭採集．加賀市：39exs.

（CNI）, 山中温泉市谷町 大聖寺川支流 alt. 200 m, 20. 
VIII. 2018, 稲畑憲昭採集．
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属の同定結果をご確認いただいた．稲畑氏，石川む
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れらの方々に対し，厚く御礼申し上げる．
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【短報】茨城県におけるクナシリシジミガムシの記録
クナシリシジミガムシ Laccobius kunashiricus は

ガムシ科シジミガムシ属の種である（図 1）．本種
は体長 2.8–3.3 mm であり，我が国では北海道と本
州に分布する（上手，2007）．筆者は未記録の茨城
県において本種を採集したため，ここに報告する．
なお，同定は上手（2007）に従い，雄交尾器の確
認により行なった（図 2）．同定した結果，採集し
た雄個体が全て本種であったため，同時に採集し
た雌個体も本種と同定した．標本は全て筆者が採
集，保管している．

1♀，茨城県石岡市，29. IX. 2016. 

1 箇所目の採集地は，ガマ Typha latifolia やセリ
Oenanthe javanica が優占する水深の浅い湧水湿地で
ある．水生植物の根際をタモ網で掬い取ったとこ
ろ，本種が得られた．なお，採集した１個体以外
にも同種他個体が多数確認された．

1♀，茨城県石岡市，8. VI. 2017；1♂，同所，22. 
VI. 2017；1♂1♀，同所，17. VII. 2017．

2 箇所目の採集地は，湧水湿地の北側に位置する
水田である．湧水湿地に比べ，水田では本種の個
体数は少なかった .

茨 城 県 に お い て 記 録 の あ る シ ジ ミ ガ ム シ 属
Laccobius は，シジミガムシ L. bedeli，ヒメシジミ
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ガムシ L. fragilis，コモンシジミガムシ L. oscillans，
コマルシジミガムシ L. masatakai の 4 種である（高
野・大桃，2000；高野・大桃，2008）．シジミガム
シとクナシリシジミガムシは外部形態が類似して
いるため（上手，2007），これまでシジミガムシと
して記録されていた標本の中にクナシリシジミガ
ムシも混在している可能性がある．茨城県におけ
る本属の正確な分布状況を明らかにするためには，
県内のシジミガムシ属の標本を見直す必要がある
だろう．

末筆ではあるが，茨城県におけるシジミガムシ
属の記録について教えてくださった大桃定洋博士，
原稿をご校閲いただいた筑波大生命環境系の横井
智之助教には厚くお礼申し上げる．
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図1–2．茨城県産クナシリシジミガムシ雄個体（1）および
雄交尾器（2）．

【短報】岡山県におけるアヤスジミゾドロムシの採
集記録

ア ヤ ス ジ ミ ゾ ド ロ ム シ Graphelmis shirahatai 
(Nomura) は全国的に記録の少ないヒメドロムシの
ひとつで，環境省のレッドリスト 2018 では絶滅
危惧 IB 類（EN）に選定されている（環境省自然
環境局野生生物課希少種保全推進室，2018）．吉
富ほか（1999）によると，山形・宮城・新潟・東
京・愛知・兵庫の各県からの記録があるが，近年
の記録は愛知県の矢作川に限られていると書かれ
ている．その後，愛知県では矢作川水系のいくつ
かの河川で記録が追加され（市川，2013），島根県
の斐伊川（Hayashi, 2007）と神戸川の支流（林ほ
か，2011），新潟県中越地区の信濃川水系の数か所

（Iwata, 2011; 岩田ほか , 2012）でも得られ，生態的
な知見も徐々に集約されてきている．

岡山県内においては，河川環境データベース河
川水辺の国勢調査（国土交通省，2018）で旭川河
系において種名が記録されているのみで，詳細な
データを伴った記録がない．

この度，筆者らは以前から時々採集に訪れてい
た旭川周辺を調査していたところ，脇流に沈んで
いた流木より本種を確認したので報告する．

42exs., 岡山市中区　旭川水系 , 4. VIII. 2018, 末長
晴輝・山地治採集・保管（図 1）．

流れのある浅い水中に落ちていた数本のヤナギ

図1．岡山県産アヤスジミゾドロムシ（末長撮影）．


